
 
 
 
 
 
 
 
 

第６回 大河津可動堰特定構造物改築事業監理委員会 

を開催します 

 
大河津可動堰は、信濃川と大河津分水路の分派点に位置し、昭和６年に完成して以

来、洗堰とともに越後平野の洪水氾濫防御や水利用に大きな役割を果たしてきました。

しかし、建設以来７０年以上が経過し、施設の老朽化による堰基礎下部の空洞化や堰

上下流の河床低下の進行により安全性が低下したため、平成１５年度より大河津可動

堰特定構造物改築事業として新たな可動堰の建設に着手し、平成２５年度完成目処に

事業を進めています。 

信濃川河川事務所では、大規模な事業を効率的・効果的に実施するため、コスト縮

減策やその実施状況、工事工程の進捗状況等について、第三者から意見・助言を頂き、

一層の事業費・工程管理の充実を図る事を目的として、平成２０年９月に「大河津可

動堰特定構造物改築事業監理委員会」を設置し検討を進めてきました。 

今回、第６回委員会を下記の通り開催しますのでお知らせします。  

 

記 

 
１．開催日時  平成２５年５月２１日（火） １３：３０～１６：３０  

 

２．開催場所  信濃川大河津資料館（２階会議室） 

        新潟県燕市五千石 
 

３．内  容  （１）大河津可動堰改築事業の進捗状況 

       （２）魚道における遡上・降下のモニタリング結果 

       （３）コスト縮減の取り組み 
        

※ 当日は、１３時３０分から工事の実施状況を視察し、その後会議を行う予定です。 

※ 委員会の審議概要の説明については、５月２２日（水）１０：００から信濃川河川事務

所１階会議室で行う予定です。 
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